





















　（ 1 ）K 家の事例


































































　平成 30（2018）年 4 月 1 日現在の神余の人口総数は 610 人、世帯総数は


















と呼ばれる平坦部とにあり、その面積は広くて 1 枚 10 a 程度、狭いところ








た建築関係者が多い。かつて JA 安房神余支店があったが、平成 17（2005）
年に JA 安房豊房支店へ統合された。
　平成 27（2015）年時点での神余の販売農家数は 38 戸で、内訳は専業農家











































































































































　現在の K 家の主な生計維持活動は K. Y. 氏（男性、昭和 43〔1968〕年生ま
れ）による自営の塗装業と、妻である K. S. 氏（女性、昭和 41〔1966〕年生
まれ）の会社勤務である。調査の限りでは、K. Y. 氏の 3 代前から K 家は他
に現金収入の手段をもちながら耕作を行っていたといえる。
　平成 26（2014）年、平成 27（2015）年当時、K家が耕作していた田は 5 枚
で、耕作面積は合計約 15 a である（図 2）。いずれの水田も現在の K 家の屋
敷近くにある。




　また、K 家では、田の耕運や畦の整形、代かきを専業農家の O. M. 氏（男
性、昭和 24〔1949〕年生まれ、後述）や、近隣に住む M1 家に手間賃を支
払って委託している。O. M. 氏への耕運の委託は 15 年以上前から行っていた
が、畦の整形を両家に委託したのは平成 26（2014）年以降である。





























　主な担い手は O. M. 氏である。千葉県いすみ市（旧夷隅町）の出身で、昭












　O. M. 氏は毎年 20 軒前後の家から作業を受託しており、10 年以上引き受け





































































頼するようになった M1 家は、K 家と屋敷が近いことに加え、古峯講をとも
に行うなど、親しいつきあいがある。
　また、O. M. 氏が耕作する水田と、K 家の水田は隣接しており（図 3）、水
路の清掃作業は毎年ともに行っている。O. M. 氏への耕運作業の委託は 15 年
以上続いており、そこに畦の整備作業も加わったというかたちである。
　また、K 家は平成 25（2013）年に畑ヶ中区の S 家との間で、農地を交換し
ている。かつて畑ヶ中区にあった K 家の屋敷近くの農地を S 家に譲り、現在


















































































































ることが I. S. 氏の喜びになっている。




















は、1 年単位の目先のことではなく、5 年、10 年先を見据えたものの見方を
するよう心がけており、これは父の影響であると話す。
　I. S. 氏は、神余と A 地区の 2ヵ所で稲作を行っているが、この二地域の農
地では、稲作の作業内容に違いが認められる。神余に所有する農地での作業
は I. S. 氏がすべて行うが、A 地区の収穫、脱穀、乾燥作業は、コンバインを
所有する現地の専業農家に委託している。隣接する水田の所有者から紹介さ






















和 30 年代には少なくとも 12 軒がこの水路を使って耕作をしていたが、平成
30（2018）年現在の利用者は 2 軒である。





























い」という価値観を I. S. 氏が持っていることが、これまで水路の管理を続け
ていることにつながっている。
　ただし、それが可能になっているのはこれ以外の要因もある。水路の管理
をともに行う M2 氏（男性、昭和 22〔1947〕年生まれ）や、それぞれの妻が
作業に協力してくれているということである。
　M2 氏は神余出身だが、他県に単身赴任をしていた。神余と単身赴任先と
























































































































































































4 ）  明治 29（1896）年の旧河川法制定以前、あるいは昭和 39（1964）年の河川法による河川指
定以前から、長期にわたり継続・反復されている水利用を、社会的承認のもとに権利として
認めたもの。河川管理者の許可を受けなければならない「許可水利権」と区別される。




（2017）年度現在、集落協定を継続している 4 団体中 3 団体が、既存の水利組織の構成員で
集落協定を結んでおり、そのいずれも電動揚水ポンプで水を分配している水利組織である。
6 ）  K 家の事例の詳細については、［玉井 2018］を参照。
7 ）  5 ～ 6 軒単位で隣同士など家が近い者同士で組む、冠婚葬祭時の互助組織。
8 ）  時期を集約できる田植えや稲刈りの作業は委託しても、稲の生長に合わせて必要な水管理や
施肥は委託者自身が行っている。
9 ）  A 地区は昭和 50（1975）年前後の時期に圃場整備がされており、長方形で 1 枚あたり 30 a
の面積となっている。
－ 29 －














































　「千葉県年齢別・町丁字別人口昭和 60 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）
別人口（昭和 60 年度）」
　「千葉県年齢別・町丁字別人口平成 2 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）別
人口（平成 2 年度）」
　「千葉県年齢別・町丁字別人口平成 7 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）別
人口（平成 7 年度）」
　「千葉県年齢別・町丁字別人口平成 12 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）
別人口（平成 12 年度）」
　「千葉県年齢別・町丁字別人口平成 17 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）
別人口（平成 17 年度）」
　「千葉県年齢別・町丁字別人口平成 22 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）
別人口（平成 22 年度）」
　「千葉県年齢別・町丁字別人口平成 27 年度　第 3 表町丁字別世帯数及び男女別、年齢（3 区分）
別人口（平成 27 年度）」












　2012 年撮影、2014 年現地調査および測図、2015 年 3 月作成、館山市発行
　「館山市地形図 1/10,000」図 5、図 6
























continue  rice  cultivation  as  done  by  previous  generations  or  if  they 
neglected their inherited farmland. Although these farmers demonstrate 
understanding toward others who cease farming because of advanced age 
－ 33 －
or excessive damage from wild boar incursions, at the same time, they are 
critical of those who neglect their farmland.
　Character assessment and reputation in the community influence the 
farmers’ judgment and behavior, especially by preventing them from act-
ing with their own concerns  in mind rather than community  interests. 
Inheriting Ie does not simply mean inheriting material family property. 
Like farmland, rights, relationships, and reputation is regarded as family 
property that has been passed from generation to generation. This family 
property perspective has caused and allowed farmers to choose to con-
tinue rice cultivation.
